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.放射性廃棄物の発生した経緯

1)原子力関係の研究開発の実施

弊社のこの敷地では、昭和29年頃からウランを使用して原子力関係の研究開発を実施してお

りました。昭和63年には研究開発は取り止めておのます(茨城県那珂市に移転)。

研究開発を実施していた間、いろいろな種類の廃棄物が発生しましたが、ウランによって汚染

されたものは放射性廃棄物として容器に収納され、現在も、敷地内に設けた地下保管庫に保管し

ておのます。

2)試験研究施設の解体撤去

平成11年から試験研究施設(施設E、施設P)の解体撤去、汚染土壌の回収を進め、平成

17年6月には施設のあった場所は更地にしておのます。この整備作業においても、ウランによ

つて汚染されたものはすべて放射性廃棄物としております。

3)放射性物質に関する所内全域調査と回収

平成16年7月に核燃料試験研究施設でない建物の床下から放射性物質(ウラン化合物、ト1/

ウム化合物)の入ったガラス瓶が見つかったことから、他の建物内に不審な物がないか点検する

とともに、敷地内の全域にわたって地表面などにおいて放射線測定を実施しました。その後、敷

地内にあった建物を解体する都度、同様の調査を実施しております。

これらの調査の結果、試験研究施設以外の建物のあった場所の一部に、自然界レペルを超える

ウラン、トリウムを含む土壌などが存在することが判明し、精製済ウランを含むものは放射性廃

棄物として平成21年10月までにすぺての回収を完了し、地下保管庫に保管しております。

方、鉱石由来のものは自主回収物として平成22年12月までにすべての回収を完了し、 A棟と

C棟の倉庫に保管しておのます。

敷地内建物配置図
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(鉱石由来)の保管場所と数量

収納容器の種類 個数 合計など

角型容器(15m3) 1, 929個
地下1階

角型容器(2m3) 828個
3, 795個

1, 008個角型容器(15m3)

角型容器(3m3) 30個

地下2階 200@ドラム缶 1 52本

(注)角型容器(15m3) 1, 1 80個 NDC社

自主回収物 角型容器(15m3)A棟倉庫 フ76個
1,023個

(鉱石由来) 角型容器(15m3)C棟倉庫 247個

注)敷地内には、ニュークリア・デベロップメント社(NDC社)の試験研究施設もあのましたが、

弊社の施設と同様に解体撤去され、放射性廃棄物は地下保管庫に保管されております。

放射性廃棄物と自主回収物

保管場所

放射性廃棄物地下保管庫

μSV/h
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3.保管管理と情報公開について

1)放射性廃棄物の保管管理<地下保管庫>(詳細は別添をご参照願います。)

保管にあたっては、法令に定められた事項の厳守はもとよの、自主的に日常管理としての点検項目を

定め、安全にかつ適正に管理しております。

2)自主回収物の保管管理(鉱石由来)<A棟倉庫及びC棟倉庫>

放射性廃棄物と同様の日常管理を実施し、適正に管理しておのます。

3)情報公開

日常管理の記録である放射線測定の結果や角型容器などの点検結果などを「近隣の皆様の相談室」に

常設し、ご希望に応じて公開しております。

4)処分に向けて

保管中の放射性廃棄物は、原子力関係の研究開発などに伴って発生する低レペル放射性廃棄物である

「研究施設等廃棄物」に該当しますが、現在のところこれらを対象とする埋設処分場は未整備の状態で

す。このため、早期に処分事業を開始すべく、日本原子力研究開発機構が主体となって体制整備を進め

ておの、弊社も処分委託事業者として協力をしておのます。
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年又 5 64 7 1098 1211

平成22年度 0.06 0.07 0.06 0.06 0.07 0.06 0.070.06 0.07 0.06

平成23年度 0.12 0.11 0.10 0.1-1 0.10 0.10 0.10 0.090.090.10

平成24年度 0.10 0.10 0.09 0.10 0.09

平成23年3月以降、福島第一原子力発電所の事故の影響によの平常時(事故発生前)よのやや高い

値が観測されておのます。

環境モニタリングの結果

解体撤去作業や回収作業を実施していた際は、敷地周辺での防女射線測定(空間線量当量率)」と「空

気中の放射性物質濃度の測定」及び「地下水を採取してウラン、ト1ノウム含有量を測定」を継続して実

施し、敷地周辺ヘの影響がないことを確認しておのます。

現在は、敷地内建物配置図に示す4箇所で放射線測定を毎週1回実施しております。平成22年4月

から平成24年8月の測定結果は次のとおりです(それぞれの月の最大値を示します)。
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QI:放射性廃棄物はどういうものですか?

AI:核燃料物質を使用した研究開発倭関するものは、廃液処理工程で発生したスラッジ類、

排気処理工程で発生したフィルター類、ウエス・キムタオル・ポリシート類、ポリエ

チレン容器・ガラス容器などの容器類、いろいろな配管類、その他雑多な使用済物品

などです.

誠験研究施設の解体撤去厄関するものは、誠験装置、床・壁0装置の基礎などの回シ

クリートなどの廃1瓜二邑壌などです。

@2?自靈回収物《鉱石由来今とは販んですか?放射性廃棄物との違い感何ですか?

A2'鉱萄由来のウラン、ト少ウムは、自然のままの状態のウラン、トリウ幽であ②、法令

上ぽ核原豐物質と葱②、その濃度が定められ尼値を超えると規制の対象とな②ます.

調査の結果、最大でも規制値の十分の一程度であ含起石とから、規制の対象となのま

せん。しかし、自.然界レベルを超えている弓とから、自主的極回収してお②ます.

一方、精製済ウランは、ウラシ鉱石などを化学的に処理して得られたウラシで、法令

上は核燃*1翹質となゆ、すべて規制の対象となゆ、それらが付着した勿、含ん乱、る

ものは放射性廃棄物となゆます

Q3:放射性廃棄物などを長期屋わた含て保管する巳七になゆますが、角'型容器の健全性な

どは、どのよら憧担保するのですか。

A⑧:鋼鉄製の容器であゆ、かつ、地下保管庫では湿度管理を行な含てお②ますので、容器

が破損する屈とは考えられませんが、容器の外観恋どの状態を定期的に点検する目と

七レており談す。

Q4'メききな地震が起こっても地下保管庫は大処夫ですか?

A48地下保管庫は、震度⑤強~7の爽地震に対レても建物本俸が倒壊しなしばら島新耐震

基準《19昌1年制定、阪神爽震災後に見直し)に基づいて作られておのます。

保管量が当初の予定数量に比ベて夫幅に増えておゆますが、地下1賭色地下2階の保管

量は、床面の設誠積載重量の4回%程度ですのk→が倉1恩安全kす。

Q56地下保管庫の見学場所などでの放射線量(空間線量当量率)は老、のくらいです尚、?

A局Z北袋町の自然界レベル(含、弊社敷地周辺のの放射,線量卿は、おおむね◎。◎4~

0。◎8μSV/hですが、地下保管庫の放射,線量は次のとおゆです.

0地下保管庫の見学用の通路や周りの壁,面では叺半が@、◎回邸鋤h

・地下保管庫の上の新館1階の床面では回. 04~◎。◎⑥μ⑧》h

ただ匙欠放射性廃棄物を収納している角'型容器や2回0@ドラム缶の周翅では、自然

界レベルを超えると尼ろもあのます。

(注)福島第一原子勿発電所の事故前の測定値です。

Q & A

お問い合わせ先:Ξ菱マテリアル株式会社さ

電話: 0120-662-637 (フリーダイヤル)

、たま総合事務所「近隣の皆様の相談室」

Eメール: k-soudan@mmc.CO.jp

作成日平成24年9月29日


